
(図表10-1)貸出金の推移
(残高) (億円)

12/3月末 13/3月末 13/3月末 14/3月末
実績 計画 実績 末平比率 計画 備考
（注４） （注４） （Ａ） （注２） （Ｂ） (注５)

国内貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 287,124 283,624 279,848 97.4% 
ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 274,451 272,451 272,381 97.5% 

中小企業向け ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 142,695 140,295 137,618 
(注１) ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 137,562 136,062 135,428 

12,899 13,399 11,799 
61,802 62,302 59,545 
52,168 53,168 50,958 
82,627 81,027 82,685 
26,462 28,962 31,876 99.6% 
313,586 312,586 311,724 97.6% 

(同･実勢ベース<下表の増減要因を除く>) (億円)
12/3月末 13/3月末 13/3月末 14/3月末
実績 計画 実績 計画 備考

（注４） （注４） (A)+(C) (B)+(C)+(D) (注５)
国内貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 287,124 286,124 286,601 

ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 274,451 274,951 279,134 
中小企業向け ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 142,695 142,795 142,138 
(注１) ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 137,562 138,562 139,948 

(注１)中小企業向け貸金とは、資本金又は出資金３億円(但し、卸売業は１億円、小売業､飲食業､サービス
業は50百万円）以下の法人または常用する従業員が300人（但し、卸売業･サービス業は100人、小売業･飲
食業は50人)以下の法人向け貸出（個人に対する事業用資金を含む）を指す。
(注２)末平比率は月末残高／月中平均残高。
(注３)国内の外貨建貸出及びオフショア貸出を含む。当該期の期末レートで換算。
(注４)12年3月期の履行状況報告書より引用。
(注５)状況説明は備考欄にマークするとともに別紙にまとめて記載しております。

(実勢ベースを算出するうえで考慮するべき要因) (億円、(　)内はうち中小企業向け)

(注１)無税化（法人税基本通達９－６－１、９－６－２、９－４－１、９－４－２）を事由とする直接償却額。
(注２)共同債権買取機構に売却した債権に関する担保処分等に伴う損失相当額。
(注３)主として正常債権の流動化。債権流動化実施額（＋）、償還期限到来による現金流入額（－）の純額で表示。
(注４)部分直接償却当期実施額。
(注５)金融機能の再生のための緊急措置に関する法律第53条で定められた協定銀行等への債権売却に伴う損失
　　相当額
(注６)不良債権のバルクセールに伴う損失相当額及びその他の不良債権処理関連等。
(注７)12年3月期の履行状況報告書より引用。
(注８)状況説明は備考欄にマークするとともに別紙にまとめて記載しております。

海外貸出等(注３)
合計

うち保証協会保証付貸出
個人向け

うち住宅ローン
その他
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12年度中 12年度中 13年度中
計画 実績 計画 備考
（注７） (C) (D) (注８）

貸出金償却（注１） ＋6,489 (＋3,377)

ＣＣＣＰ２次ロス（注２） ＋ 642 (＋ 642)

債権流動化（注３） ＋2,500 (＋2,500) ▲1,305 ( 0)

部分直接償却実施額（注４） ▲ 481 (▲ 707)

協定銀行等への資産売却額(注５) ＋ 38 (＋ 38)

バルクセールその他(注６) ＋1,370 (＋1,170)

計 ＋2,500 (＋2,500) ＋6,753 (＋4,520)
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(図表10-2)貸出金の推移(さくら銀行、住友銀行両行の単純合算ベース）

(残高) (億円)
13/3月末 14/3月末
実績 計画
（Ａ） （Ｂ）

国内貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 568,479 563,979 
ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 548,034 545,034 

中小企業向け ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 281,648 276,548 
(注１) ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 275,552 271,452 

27,939 27,439 
125,350 128,350 
106,472 109,472 
161,481 159,081 
49,000 45,000 
617,479 608,979 

(同･実勢ベース<下表の増減要因を除く>) (億円)
13/3月末 14/3月末
実績 計画
(A)+(C) (B)+(C)+(D)

国内貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 582,263 583,263 
ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 561,818 564,318 

中小企業向け ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 290,683 290,183 
(注１) ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 284,587 285,087 

(注１)中小企業向け貸金とは、資本金又は出資金３億円(但し、卸売業は１億円、小売業､飲食業､サービス
業は50百万円）以下の法人または常用する従業員が300人（但し、卸売業･サービス業は100人、小売業･飲
食業は50人)以下の法人向け貸出（個人に対する事業用資金を含む）を指す。

(注２)当該期の期末レートで換算。

(実勢ベースを算出するうえで考慮するべき要因)   (億円、( )内はうち中小企業向け)

(注１)無税化（法人税基本通達９－６－１、９－６－２、９－４－１、９－４－２）を事由とする直接償却額。
(注２)共同債権買取機構に売却した債権に関する担保処分等に伴う損失相当額。
(注３)主として正常債権の流動化。債権流動化実施額（＋）、償還期限到来による現金流入額（－）の純額で表示。
(注４)部分直接償却当期実施額。
(注５)金融機能の再生のための緊急措置に関する法律第53条で定められた協定銀行等への債権売却に伴う損失
　　　相当額
(注６)不良債権のバルクセールに伴う損失相当額及びその他の不良債権処理関連等。

海外貸出等(注２)
合計

うち保証協会保証付貸出
個人向け

うち住宅ローン
その他
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12年度中 13年度中
実績 計画
(C) (D)

貸出金償却（注１） ＋7,676 (＋3,602)

ＣＣＣＰ２次ロス（注２） ＋1,461 (＋1,461)

債権流動化（注３） ▲2,183 (▲ 585)

部分直接償却実施額（注４） ＋2,516 (＋1,782) ＋5,500 (＋4,600)

協定銀行等への資産売却額(注５) ＋ 39 (＋ 39)

バルクセールその他(注６) ＋4,275 (＋2,736)

計 ＋13,784 (＋9,035) ＋5,500 (＋4,600)
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